
①バイオガスプラントの新設（３基）
・発電、熱利用、液肥利用、再生敷料生産
②既存のバイオガスプラントの利用促進(１基)
・バイオガスとBDFとの混焼発電の促進
③域内の林地残材を紋別市の木質バイオマス発電所へ供給

興部町バイオマス産業都市構想の概要
北海道興部町、 人口 約0.4万人、面積 約3.6万ha

家畜排せつ物を中心としたバイオガス産業クラスターの構築により、悪臭の低減・水環境の改善など地域環
境との調和と新たな産業の創出を目指す。

①農林水産バイオマスの利用によるまちづくり
②新たな産業の創造
③地元農業者が信頼するバイオマス事業～消化液の活用
による新たな酪農業の展開
④社会システムの変革に耐えられるバイオマス産業の構築

１．将来像

①バイオマス利用量：乳牛排せつ物52,925t/年、
生ごみ256t/年、BDF21,600L/年

②その他のバイオマス利用：肉牛排せつ物13,420t/年の堆
肥化、水産系廃棄物1,216tの堆肥化・飼料化（現状を維
持）

３．目標(10年後)

２．事業化プロジェクト

構想の概要

・興部町役場内に「庁内バイオマス事業推進委員会」を設
置し実施管理を行うとともに、有識者等からなる「フォロー
アップ委員会」を設置し、進捗状況を評価

５．実施体制

・第五期興部町総合計画後期基本計画（H25）
・興部町バイオマスタウン構想（H23）

６．その他

①再生可能エネルギーの調達量：4,507Mwh/年
②経済波及効果：8,600万円/年（直接効果6,400万円/年、一次波及効
果1,300万円/年、二次波及効果900万円/年）
③温室効果ガス削減： 2,186 t-CO2/年
④その他：臭気軽減、水質汚染防止、バイオガスプラントの観光コンテンツ
化等

４．地域波及効果
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